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移動計算機を含んだ分散/ﾈｯﾄﾜ-ｸ環境では,移動計算機は従来,情報を獲

得あるいは入力するだけの,単なる-時的な高機能端末とL･ての働きしか行って

いなかった.すなわち,移動計算機はｸﾗｲｱﾝﾄとしての働きしか提供されて

いなかった.本論文では,この従来の利用形態を拡張し,従来のｸﾗｲｱﾝﾄと

しての働きに加えて,移動計算機から積極的に情報発信し,固定計算機または移

動計算機上のｸﾗｲｱﾝﾄに対し,ｻ-ﾋﾞｽを提供する,すなわち,移動計算機

をｻ-ﾊﾞとしても捉えた薪しい利用形態(情報発信)のｿﾌﾄｳｪｱｱ-ｷﾃｸ

ﾁｬに関する研究をまとめたものであり,序論･結論を含め6つの章からなって

いる.

第1章では,本研究の背景,目的,およびその意義を述べるとともに,本論文

の内容を概説している.

第2章では,移動計算機から情報発信する場合の課簿･機能を整理し,その解

決策について議論するとともに,考察を加えている.さらに,情報発信ｿﾌﾄｳ

ｪｱｱ-ｷﾃｸﾁｬ･ﾓﾃﾞﾙを分類･整理するとともに,各ﾓﾃﾞﾙの利点,欠点

をあげて比較検討L,適切な情報発信ｿﾌﾄｳｪｱｱ-ｷﾃｸﾁﾔ･ﾓﾃﾞﾙにつ

いて,言及L.ている.

第3章では,ｻ-ﾋﾞｽｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝをWW郎こ限定した移動計算機からの情報

発信ｼｽﾃﾑについて述べている.具休的には,第2章で言及した機能をWW削こ特

化した場合の具体的課題を整理するとともに,具体的実現方法を示している.さ

らに,ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟを設計,実現し,甘甘野情報発信ｼｽﾃﾑの有効性を示している.

第4章では,移動計算機と固定計算機との開のﾈｯﾄﾜ-ｸ帯域が狭いことに

起困して,ｼｽﾃﾑ性能が劣化する問額があることを実証するとともに,その解

決方法を示している.具捧的には,当該ﾈｯﾄﾜ-ｸの稀頼を自動検出L･.転韓

時にｺﾈｸｼｮﾝ数を抑制する,自動制御機構を提案･設計するとともに,実現,

評価し,提案機構の有効性を実証している.

第5章では,上記の第3章のｼｽﾃﾑを拡張した情報発信ｿﾌﾄｳｪｱｱ-ｷ

ﾃｸﾁｬについて述べている.具体的には,第3章では, WWWiこ特化したｼｽﾃﾑ

であったのに対し,本章では,ｻ-ﾋﾞｽｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝをW-附のみならず,移動

計算機環境を考慮せず,固定計算機上に実装された種々のｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑを変更することなしに,移動計算機上に実装できる基盤ｿﾌﾄｳｪｱﾂ-

ﾙｷｯﾄTÅⅥとVORについて述べている.また,これらのﾂ-ﾙｷｯﾄを実装･評

価し,本ﾂ-ﾙｷｯﾄの有効性を実証している.

第6章では,本研究で得られた成果についてまとめ,今後の課題を明らかにし

ている.
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論文審査結果の要旨

本論文は,移動計算機を含んだ分散/ﾈｯﾄﾜ-ｸ環境において,移動計算機を

-時的な高機能端末とする従来の利用形態を拡張し,移動計算機からもｻ-ﾋﾞｽ

提供できる,すなわち移動計算機をもｻ-ﾊﾞとして捉えた新しい利用形態を提案

するとともに,本程案ｼｽﾃﾑを実現する情報発信ｿﾌﾄｳｪｱｱ-ｷﾃｸﾁｬ

を設計し,そのﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟを実現,実装,評価することにより,本握案ｼｽﾃ

ﾑの有効牲を示Lたものである.

本論文の主な成果は以下に要約される.

1.移動計算機を含んだ分散._/ﾈｯﾄﾜ-ｸ環境において,移動計算機を従来のよ

うに,情報獲得あるいは情報入力するだけの単なる高機能端末,すなわちｸﾗｲ

ｱﾝﾄとしてだけではなく,移動計算機から積極的に情報発信し,ｻ-ﾋﾞｽ提供

できるｻ-ﾊﾞとしても捉えた薪しい利用形態を提案した.さらに,提案した利用

形態を実現するｿﾌﾄｳｪｱｱ-ｷﾃｸﾁｬ･ﾓﾃﾞﾙを整理し,各々について考

察を加え,ｸﾗｲｱﾝﾄ/ｴ-ｼﾞｪﾝﾄ/'ｻ-ﾊﾞ･ﾓﾃﾞﾙ,およびｸﾗｲｱﾝﾄ/ｴ

-ｼﾞｪﾝﾄ/ｴ-ｼﾞｪﾝﾄ/ｻ-ﾊﾞ･ﾓﾃﾞﾙが適切であることを示した.

2.上記のﾓﾃﾞﾙを用いて,ｻｰﾋﾞｽｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝとしてWV耶こ特化した情報

発信ｼｽﾃﾑを設計した.具体的には,移動計算機の接続状況を管理し,分断時

にはｷﾔﾂｼｭした情報を発信するｼｽﾃﾑを実現した.さらに,本ｼｽﾃﾑを

実装･評価することにより,本ｼｽﾃﾑの有効性を実証した.

3.移動計算機と固定計算機との間のﾈｯﾄﾜ-ｸ帯域が狭いことに起因して,

ｼｽﾃﾑ牲能が劣化する間題に対して, -つの解決策を示した.具体的には,当

該ﾈｯﾄﾜ-ｸの晦韓を自動検出し,塙輯時にｺﾈｸｼｮﾝ数を制限する自動制

御機構を設計･実現･実装し,本機構の有効性を示した.

4.ｻ-ﾋﾞｽｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝをW附のみに特化せず,固定計算機を対象として開

発された多様なｻ-ﾋﾞｽｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝにまで拡張し,それらのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ自

捧を変更することなしに_.移動計算機に適応_.実装できる,情報発信ｼｽﾃﾑｿ

ﾌﾄｳｪｱ･ｱ-ｷﾃｸﾁﾔを提案した.さらに,本提案ｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛﾄﾀｲ

ﾌﾟを設計･実現･実装し,本提案ｼｽﾃﾑの有効性を実証した.

以上のように,本論文は,移動計算機を含んだ分散/ﾈｯﾄﾜ-ｸ環境において,

移動計算機を従来のような単なるｸﾗｲｱﾝﾄのみならず,ｻ-ﾋﾞｽ提供できる

ｻ-ﾊﾞとしても捉えた新しい利用形態を提案するとともに,その基盤ｿﾌﾄｳｪ

ｱｱ-ｷﾃｸﾁﾔを設計し,ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟの実現･実装を通して,本ｿﾌﾄｳｪ

ｱｱ-ｷﾃｸﾁｬの有効性を示Lたものであり,ﾓ-ﾊﾞｲJL･･ｺﾝﾋﾟｭ-ﾃｲﾝｸﾞ

の分野において,学術上,実際上寄与するところが少なくない.よって,本論文

は,博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める.


